
～心ヽさなひとこ)◎つぎやな慮騨鶴罐翁鶴～

魃麒餞輻鰺魏餞褥魏

纏瞳||1部社会福祉協議会



 
 
 
 

はじめに 

 

校区福祉委員会は『誰もが安心して暮らせる福

祉のまちづくり』を目指し、これまでにさまざま

な形で地域福祉活動を立ち上げ、運営してきまし

た。ここで活躍する福祉委員のみなさんは地域住

民の抱える福祉問題を発掘するプロフェッショナ

ルです。その力は、丁寧に『住民の声を聴く機会、

問題を把握する機会を持つ』ことで飛躍的に高ま

ると言われています。 

しかし残念ながら、ここ数年はそのような機会

を持つことができずにきてしまいました。そこで

みなさんに『福祉委員会で住民懇談会を開く重要

性と、実際に開く際に大切にしたい考え方、具体

的方法などをまとめた一目瞭然のハウツー冊子』

を作りました。改めて住民懇談会のあり方をおさ

らいし、これからの活動への『やる気アップ！パ

ワーアップ！』を目指して、新たな視点をみんな

で共有したいと思います。 

住民の声や意識を把握する機会を増やし、たく

さんの「地域や暮らしのなかのスマイル」を産み

出すために、パワーアップしませんか？ 

さあ、その扉を一緒に開きましょう！
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第１章 

 

福祉委員会が住民懇談会を行う意味と価値を確認しよう 

 

 

❒地域福祉活動が元気になる魔法の足し算～小さなつぶやき～ 

 

❒福祉委員会が大切にしたいこと（役割・機能） 

 

❒福祉委員会の“これまで”“これから” 

 

❒住民懇談会で地域が元気になった“あんな事例”“こんな事例” 
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□地域福祉活動が元気になる魔法の足し算～“小さなつぶやき"～

そもそも地域福祉活動つて何でしょう。ちょっと原点に戻つてみましょう。
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❒福祉委員会が大切にしたいこと（役割・機能） 

 

地域福祉活動を進める上で福祉委員会は下の図のようにさまざまな役割・機

能を担っています。あらためて確認してみましょう。 

 

 

知らせる・広める 
福祉制度やサービス、地域の活動の

情報を発信し、たくさんの人へ福祉

の関心を広げていこう！ 

問題発見 
地域の暮らしの問題を見つけよ

う。地域に住む住民の関心や興

味、困っていることを聞き出し、

問題を把握しよう！ 

学び・育てる 
福祉制度やサービス、新しい地域の

取り組み事例を学ぼう。よい面や出

来ることから自分たちの地域に取

り入れ、福祉力を育んでいこう！ 

計画づくり 
地域の福祉問題解決のための方

法やスケジュールを具体的に計

画しよう！

連絡調整 
地域の住民や団体などがお

互いに情報交換を行い、協

力･協働できる態勢づくりに

向け連絡・調整をしよう！ 

仲間づくり 
つながりづくり 

同じ悩みを抱える人やボラン

ティアの仲間づくり、福祉の専

門機関などの“顔がみえる”ネ

ットワーク、つながりの輪をつ

くろう！ 

活動・行動 
問題解決のために新しい活

動に取り組もう。まずはでき

る事から行動にうつしてい

こう！ 

呼びかけ 
働きかけ 

行政ｻｰﾋﾞｽや地域の福祉力を高

めるため、さまざまな呼びか

け・働きかけ（運動）を行って

いこう！ 
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そもそも福祉委員会とはなんなのでしょう。 

「サロン活動が忙しい」「学校の登下校の見守

り、自主防災活動・・なんだか地域活動が以前よ

り増えている」「行事に追われている」など、さま

ざまな理由で“機能低下”または“機能不全”に

陥っているケースも見受けられます。 

福祉委員会が地域福祉活動の大切にしたいこと

を、“ちゃんと大切にする”ために、より効果的な

福祉委員会活動にしていくために、いま一度福祉

委員会活動の原点にもどることが必要です。 

それは、地域住民の“声なき声”や“小さなつ

ぶやき”に耳を傾けることです。地域に住むさま

ざまな年齢、立場の人に集まってもらい、ひとり

ひとりの声なき声や小さなつぶやきを話せる場

「住民懇談会」を開くことが福祉委員会の原点で

あり、もっとも大切な活動です。 
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❒福祉委員会の“これまで”“これから” 

 福祉委員会の考え方や活動が、いつのまにか四角く“カタク”なっていませ

んか。住民懇談会を開いてさまざまな年齢や立場、役割の人の声、協力が得ら

れると、福祉委員会活動も丸く“やわらかく”なり、いきいきした活動へ変わ

ります 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

住民懇談会がない 

これまで 

住民懇談会がある 

これから 

みんなの知恵と力で答えを出

すと、みんなのやる気がアップ

する 

 事業活動は話し合う前か
ら、答えが決まっている 

新しい発想やアイディア、人が

集まり、魅力的な活動が生ま

れ、元気になる 

活動がマンネリになっている

声なき声や小さなつぶやきが

表に出て、地域の問題が明らか

になる

地域の人がどんな問題を抱え

ているのかわからない 

老若男女、さまざまな住民が

集まって、立場や役割・多様

な意見･考えが出てくる

いつも決まった住民や委員

が集まり話し合っている 

５ 



❒住民懇談会で地域が元気になった 

“あんな事例”“こんな事例” 
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神戸市では野生のイノシシが頻繁に住宅街に現れ、ゴミ

や庭が荒らされるといった生活環境への被害や人が噛み

つかれたり、イノシシが原因で交通事故がおきたりするな

ど、地域住民の大きな問題になっています。 

この問題に対し神戸市では住民や学識経験者が集まり

「神戸市イノシシ問題検討会」（いわゆる住民懇談会）を

開き、行政と住民が一緒に話し合いを重ね「イノシシ条例」

を策定しました。その方法は、イノシシの生態の学習や理

解を深め、住民の声をもとにして問題解決のアイディアを

出し合い整理をしていきました。そして地域住民が取り組

むイノシシとの付き合い方といったルールづくりにつな

がりました。 

安全マップづくり！（寝屋川市和光校区福祉委員会） 

和光校区福祉委員会では地域に潜む、高齢者や障害者、子どもにとっ

危険な場所と安全・安心の場所を明らかにし、災害や防犯などで使用

きるマップづくりを行いました。取り組みは、地域全体の住民懇談会

地区別の住民懇談会でそれぞれ参加者の持つ問題を共通認識にし、ど

ようなマップを作成するのか話し合い、その内容を具体的にマップに

とし込みました。また、実際に高齢者を対象にした災害時の避難ルー

の確認・検証をするなど、実際に役立てるマップに仕上げられました。 

子どもから大人まで３１２人もの人たちが、複数回の懇談会（安全マ

プづくり）を通じて、暮らしやすいまちの共通の認識や組織・団体が

もに協力しあえるネットワークが生まれました。 



「テーマを設定せず、これから取り組むべきテーマ自体を探る」 

住民懇談会を開催！         （寝屋川市社会福祉協議会）

寝屋川市地域福祉活動計画を作成するために、５つの校区福祉委員会

（池田第二、池の里、北、堀溝、和光）で各２回ずつ、住民懇談会を開

きました。 

１回目の住民懇談会の目標は「住民が地域で何を大切に思っているの

か」「住民が暮らしの中でどんな問題を抱えているのか」を把握するこ

と。２回目は、１回目に出された問題の解決策（アイディアや役割分担

など）を出し合うことでした。 

懇談会で集約された地域課題は、「犬のフン害対策」と「地域の子育

支援策」、「ご近所同士が仲良くなる活動づくり」でした。 

従来の住民懇談会との違いは、関係者がさまざまな人に声をかけ、参

加者の輪を広げ多様な立場や年齢、役割の人が集まりました。それによ

って、“暮らし”の問題、“福祉”の問題とあまり意識をしていなかった、

ペット問題やご近所付き合いについて意外に多くの人が悩んでいるこ

とが明らかになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区福祉委員会がＮＰＯ法人を設立しデイサービス事業を始める！  

（大阪府池田市伏尾台地区福祉委員会） 

池田市伏尾台地域では「呼び寄せられ高齢者」が増加、若い層の福祉委

員会活動の少なさ、現メンバーで行う「ふれあいサロン」は週１回が限度

といった課題を抱えていました。 

「自分たちの望む伏尾台の町の姿について語り合おう」と住民座談会（住

民懇談会）を実施したところ、「伏尾台の中に毎日デイサービスやグループ

ホームがほしい」、「ふれあいサロンの回数を増やしてほしい」「気軽に頼め

る家事援助・移送サービスがあったらいい」など、住民が求めていること

が明らかになりました。 

地域住民の切実な声に対して福祉委員会としてどうすれば応えていける

のか、何度も話し合いを重ねる中で、地域福祉活動の拠点となる空き家の

提供があり、これをきっかけにＮＰＯ法人を設立しデイサービス事業、街

角デイハウス事業を実施することになりました。 
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第２章 

 

住民懇談会ってなんだろう？！ 

 

 

❒地域福祉活動の流れ 

 

❒開催する場面別の住民懇談会の型と特徴 

 

 

 

 

 

 住民懇談会を開くことの意味や価値について

は、第１章で十分にわかったと思います。 

では、住民懇談会を地域福祉活動のどのよう

な場面で、どんな方法で開けばよいのでしょう

か。雰囲気が想像できないと悩みを抱えている

福祉委員会もあるようです。 

ここでは、地域福祉活動の流れを再確認しな

がら、効果的な住民懇談会の開き方について見

ていきましょう。 
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❒地域福祉活動の流れ 

 
 地域福祉活動はさまざまありますが、どんな活動も基本的には下の図のよう

な流れで進められています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状共有 

今、制度やサービスはどんな状況なのか、

地域の人はどんなことを求めているのか

などについて、みんなで理解を深めます 

 
みんなで決めたことを、みんなで力を合わ

せてやっていきます 

 
いつ・どこで・だれが・なにを・どのよう

にするか、具体的なやり方や役割分担など

を行います 

子育てに１人で悩んでいる、介護負担で苦

しんでいるなど、地域にどんな困りごとが

あるのか見つけ出します 

問題を解決するためには何が必要なの

か？何からはじめればよいのか？やるべ

きテーマをはっきりさせます 

問題発見 実   行 

方策検討 課題抽出 

 
やってみて、何ができて何ができなかった

のかふりかえり、次につなげます 

評   価 
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❒開催する場面別の住民懇談会の型と特徴 

 

 住民懇談会は、地域福祉活動の流れ（左ページの図）の中のいろいろな場面

で開くことができます。それぞれの型と特徴をまとめました。 

 
 住民懇談会 

   の型 

流れ 

とりあえず 

やってみる型 
方策検討型 テーマ探し型 

徹底的に 

やってみる型 

現状共有 
    

問題発見 
    

課題抽出 
    

方策検討 
    

実 行 
    

評 価 
    

特徴 

『地域福祉活動の流れ』の

それぞれの段階で取り組

めます。単発でやってみ

ることができます。 

あらかじめ決めたテーマ

に関心のある人を集め、

活動をつくりあげます。 

参加者が意見交換をしな

がら、地域で取り組むべ

きテーマを見つけます。 

地域の現状を見て、問題

発見から実行・評価まで、

地域の人が、すべての段

階に関わります。 

メリット 

○ 気軽に開催できる 

○ 住民懇談会の感触が

つかめる 

○ これまでに地域に関

わっていない人が、

地域に関わるきっか

けになる 

○ テーマに関心の高い

人が集まるので、深

い議論や取り組みが

できる 

○ いろいろなアイディ

アが出し合える 

○ 参加によって、やる

気が高まる 

○ さまざまな人の関心

や問題意識が引き出

せ、これまで問題と

して意識されていな

かった多様な問題が

見えてくる 

○ さまざまな人の気持

ちが互いに理解しあ

え、相互理解が深ま

る 

○ 地域活動のプロセス

全体に関わり、とて

も充実感がある 

○ 参加によって、やる

気が高まる 

○ 左記全てのメリット

がある 
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第３章 

 

住民懇談会を開く準備をはじめよう 

 

 

 

❒住民懇談会開催準備のポイント 

 

❒住民懇談会準備シート 

 

❒住民懇談会ふりかえりシート 

 

 

では、いよいよ住民懇談会を開いてみましょ

う。・・とはいうものの、どこから手をつけて

よいのか雲をつかむような話だと思います。 

この章では『住民懇談会準備シート』を使っ

て、住民懇談会の開く準備をします。 

ポイントを押さえながら計画すれば、さまざ

まな地域の人が膝を突き合せ、本音で語り合う

ことができます。 

きっとその先には、活気あふれる元気なまち

（地域）とたくさんの人の笑顔がまっているで

しょう。 
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❒住民懇談会開催準備のポイント 

 

 住民懇談会開催準備シート（１７～１８ページ参照）を使って計画をしまし

ょう。方法は、準備シートの項目をみんなで考えながら記入していくだけです。

下記の各項目のポイントを押さえておきましょう。 

 

 

住民懇談会を開く場合、テーマを決めて開く場合とテーマ

を決めずに開く場合があります。 

テーマを決めずに開く場合は、準備シートのテーマ欄は空

白又は『テーマを探る』ということになります。その場合、

６～７ページの事例紹介のように参加者のさまざまな関心

やその高さ、問題意識など、幅広い意見の把握ができます。

テーマを決めて開く場合は、私たち地域住民にとって身近

な話題や問題、関心事をテーマに取り上げます。ヒントは、

子ども会や老人会、ご近所のクチコミの話題やウワサのネタ

など身近な問題。また、新聞やマスコミで取り上げられてい

る時事テーマなどにもあります。 

ちょっと意識して見回して見ると、今みんなで話し合いた

いことやアイディア、そんな住民懇談会のテーマが私たちの

周りにはたくさんあるはずです。 

テーマ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマを設定した場合はその理由を明確にしておきま

す。少し面倒かもしれませんが、テーマに関する問題や概

要、その背景について資料などを調べ、関係者から話を聴

いておきましょう。 

そうすることでよりテーマの設定理由が明らかになり、

誰に参加してもらわなくてはならないか、声をかけなけれ

ばならないか、住民懇談会で話し合う前提条件や論点など

が明確になります！ 

テーマの設定理由 
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開催する住民懇談会のかたちによって、目標が変わってきま

す。住民懇談会終了時に、どのようなモノ
☆ ☆

（成果）が出ていれ

ばよいのかイメージします。 

例えば、『開催する場面別の住民懇談会の型と特徴』（１０ペ

ージ参照）の“とりあえずやってみる型”で現状共有を行う場

合、参加者が言いたいことを言え、正しい情報をみんなでちゃ

んと共有することです。“テーマ探し型”の場合なら、これから

何をすればよいのか明らかになるでしょう。また、“方策検討型”

の場合であれば、たくさんのアイディアが出され、実行が可能

なものに絞り込むことが求められます。 

特に住民懇談会の声を福祉委員会活動へ活かしていくため

に、どのような形の成果や結果を得たいのかしっかり考えてお

くことが重要なポイントです。 

 最初から大きな目標やたくさんの達成目標を設定するのでな

く、継続した取り組みと考えて小さな目標をひとつひとつ積み

重ねていきましょう。 

達成したい目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３



 

 地域に住む人や団体の“声なき声”、“小さなつぶやき”に耳

を傾け、今まで地域と関われていなかった人たちにも地域福祉

活動の輪を広げていくことに、住民懇談会の大切な意味があり

ます。ここで重要なのは、住民懇談会に呼ぶべき人は誰なのか、

ほんとうに適正な対象なのかをよく吟味するコトです。 

テーマ設定をして開く場合の対象者 

① テーマに直接関係のある人や間接的に関係のある人 

② 専門家や関係者、これからつながりを持ちたい団体や個人 

テーマ設定をせずに開く場合の対象者 

① 地域に在住する全ての住民 

対象とする人数も開催するタイプによって違います。たくさ

んの人の意見をあつめる時と少数で議論を深める時によって人

数設定を考えます。また、呼びかけは直接の声かけや広報によ

る公募など、上手く使い分けます。呼びかけやすい人や直接関

係のある団体や個人だけにならないように、どうしたらこれま

で関わりのなかったような住民を巻き込むことが出来るかが、

住民懇談会の『真の成功』を左右する鍵になります。 

対象（参加者）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民懇談会のタイプによって１回だけの単発開催から

複数回の開催まであります。複数回行う場合は、懇談会で

行う中身によって集中的に話し合うことが必要なのか、進

み具合によって期間や日にち、また、曜日や時間を考える

ことが必要です。 

例えば、子育て中の親の場合、夜は外出しにくいでしょ

う。仕事をしている人の場合、平日の昼間などは参加して

もらえません。ついつい主催者の都合で日程を決めてしま

いがちです。参加してほしい人が集まりやすい曜日や時間

になっているかどうか気をつけましょう。 

日 程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 



 

住民懇談会の目的にあっ

た場所や雰囲気を考え、参加

者にわかりやすく集まりや

すい場所にします。 

参加者が集まりやすいよ

うに駐車場や駐輪場の確保、

子育て中の親に集まっても

らう場合は、バキー置き場の

確保など配慮をします。 

 また、住民懇談会のプログ

ラムによって、必要なスペー

スや設備の確認をしましょ

う。 

場 所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民懇談会の内容によって、必

要な備品や講師料など、いくら

ぐらい必要かメドをたてます。

予 算 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民懇談会を開くまでの段取りを考えます。会

場や備品の確保、講師との打ち合わせなど、いつ

何をすればよいのか、スケジュールを立てましょ

う。 

また、広報で住民懇談会を開くことをわかりや

すく、興味を持ってもらえるように知らせしまし

ょう。特に誰に呼びかけたいのか、どんな方法で

呼びかければ効果的なのか考えましょう。例えば、

社会福祉協議会や福祉委員会の機関紙、全戸配布

のチラシや回覧、ポスターの掲示があります。ま

た、一番の効果的なお知らせは『クチコミ』です。

準備・広報スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５



１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住民懇談会でさまざまな人が集まり、何らかの

結論を出していくには、行き当たりばったりでな

く、あらかじめどのようなプログラムで進めるの

か考えておく必要があります。 

せっかく懇談会を開いても、参加者が下を向い

て黙ってしまっては懇談会の目的が達成できなく

なります。主催者として懇談会の枠組み、内容を

整理しておきましょう。話しやすい雰囲気にする

ために導入部分はどうするのか、本題部分やまと

め部分はどのように意見を引き出し進めていくの

かなど、懇談会の流れを丁寧に準備します。話し

合う内容や順番、時間枠、手法を考え、参加者が

話しやすく、意見交換しやすい工夫をみんなで考

えましょう。 

（参照：寝屋川ふくし発見プラン冊子） 

内容（プログラム）

 

 会場設営は住民懇談会の中身に応じて、机やイスの配置

を工夫します。例えば、一方通行の説明会なら机やイスを

劇場や教室のような形に並べるとよいでしょう。参加者同

士が話し合うには、５～６人でテーブルを囲むように並べ

たり、机なしで車座に座ったりするなど、懇談会にあった

会場づくりをします。その他、懇談会が始まるまで音楽を

流すなど、参加者がリラックスしやすい会場の場づくりを

工夫しましょう。 

会場設営 

 

 準備で必要なもの、当日に必

要なもの、後日必要なものを書

き出しておきましょう。 

必要な準備物

 



住民懇談会準備シート №１

『住民懇談会の開き方』の第３章の各項目・ポイントを確認しながら記入しましょう。 
この準備シートは全て記入しなければいけないものではありません。未記入（空白）の項目があっ

てもかまいません。 
 
● テーマ： 
  テーマ設定 あり ／ なし 
 
 
 
 
● テーマの設定理由： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 達成したい目標： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 対 象（参加者）： 
 
 
 

● 日 程： 
 

流れ（場面） 月 日（曜日） 時 間 

現状共有     月   日 （  ） ～ 

問題発見     月   日 （  ） ～ 

課題抽出     月   日 （  ） ～ 

方策検討     月   日 （  ） ～ 

実 行     月   日 （  ） ～ 

評 価     月   日 （  ） ～ 

＊ 各日程ごとに、準備シート№２を用意します 

● 場 所： 
 
 
 
 
 
● 予 算： 
                                 単位：円 

収入項目 金 額 備 考 
   
   

収入合計   
支出項目 金 額 備 考 

   
   
   
   
   
   
   

支出合計   

 

 

名称：                              
住所：                             

電話：                             

 

 

１７



 
 
● 準備・広報スケジュール： 
 

スケジュール 準備・広報で行う事 担 当 
月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

月  日 ～   

 
 
● 内容（プログラム）： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
● 必要な準備物：            ●会場設営（配置など）： 
 

１８

住民懇談会準備シート №２

 □               

 
 □               

 
 □               

 
 □               

  
□               

 
 □               

 
 □               

 
 □               

 
 □               

 
 □               

 
 □               

 □               

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

時間 主な内容 役割など 
   



 

 

 

 

 

 

 

 

 せっかく一生懸命取り組んだ住民懇談会。や

りっぱなしにしてはもったいない。よい成果も

よくなかった成果も次につなげていくことが

大切です。そのためにも取り組んだ住民懇談会

をいろいろな角度からふりかえることが必要

です。 

住民懇談会ふりかえりシート（２１ページ参

照）を使って、参加者の側や主催者の側から、

住民懇談会そのものはどうだったか、その内容

は企画した目的・目標を達成できたかどうか、

やってみて見つかったこれからの課題は何か

など、みんなで住民懇談会をふりかえってみま

しょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９



２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず、住民懇談会で参加者の意見や感想をまとめましょう。

まとめと評価を行うために、主催者はしっかりと住民懇談会の

記録をつけておきます。また、参加者から住民懇談会への意見

や評価が得られるように、アンケートや聞き取りを実施するな

ど進行の工夫や準備をしておきます。 

次に、主催者として住民懇談会をふりかえります。達成した

い目標に対してできたことやできなかったこと、また、よかっ

たことや気づいたことなど、実際にやってみてどうだったのか

広い視点でふりかえりましょう。 

住民懇談会の取り組みをふりかえり、これからの福祉委員会

活動につなげていく課題を明確にしておきましょう。

まとめと評価



住民懇談会ふりかえりシート  

● 開催日時：      年    月    日 （   ）  

             ～                  

 
● 開催場所：                         
 

● 参加者数：        人（内訳：          ） 

 
● 当日のテーマと内容： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●これからに向けての課題 

２１

もっとこうすれば

よかったこと 
気づいたこと 
学んだこと 

楽しかったこと 
よかったこと  

達成したい目標に対して、主催者として評価します 
 

主催者の声 

 － 内容・結果 － 
 
 
 
 
 
 

― 当日の参加者の声や様子、アンケートなど ― 

 
参加者の声 



 

 

 

 

住民懇談会に実際に取り組んだ成果や内容、ご意見やご感想をどしどしお待ちしています。 
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